
 

 

 

平成 25、26 年度に国が行った環境基準等に関する変更と 

それに伴う平成 27 年度公共用水域及び地下水の水質測定計画（案）の 

主な変更点 

     

 

平成 25、26 年度に国が行った環境基準等に関する変更  

 

（１） 公共用水域及び地下水に係る水質環境基準測定方法等の改正 

水質環境基準等で引用している日本工業規格(JIS)K0102は、平成25年9月に改正され、

分析技術の向上及び新たなニーズである環境配慮に対応した分析方法（「流れ分析法」等）

が導入された。この改正を受け、同規格の改正内容のうち、公定分析法への導入が適当

であるものを公定分析法に適用するため、平成 26年 3月 20日付け環境省告示第 39号（公

共用水域）及び第 40 号（地下水）等により、公共用水域及び地下水に係る水質環境基準

測定方法等の告示の改正が行われた。 

 

（２） トリクロロエチレンに係る水質環境基準値の見直し（裏面参照） 

平成 26 年 11 月 17 日付け環境省告示第 126 号（公共用水域）及び第 127 号（地下水）

により、水質環境基準健康項目のうちトリクロロエチレンについて、基準値が「0.03mg/L

以下」から「0.01mg/L 以下」に見直された。 

 

 

 

 

国が行った環境基準等の変更に伴う 

平成 27 年度公共用水域及び地下水の水質測定計画（案）の主な変更点 

 

（１） 「別表１－３ 測定方法、環境基準値等一覧表」（公共用水域）及び「別表２－５ 測

定方法、環境基準値等一覧表」（地下水）の変更点 

（例） 

・全シアン、六価クロム、ふっ素等の測定方法に「流れ分析法」を追加する。 

・トリクロロエチレンについて、環境基準値を「0.03mg/L 以下」から「0.01mg/L 以下」

に修正し、報告下限値を「0.002mg/L」から「0.001mg/L」に修正する。 

トリクロロエチレンの報告下限値については、国から示されている事務処理基

準に基づき、水質測定計画で、従来から基準値の 1/10 以下に設定している。基準

値の見直しに伴い、平成 27 年度から報告下限値を「0.002mg/L」から「0.001mg/L」

に見直す。 

 

（２） 「別表１－４ 環境基準値及び評価方法」（公共用水域）の変更点 

・トリクロロエチレンの環境基準値を「0.03mg/L 以下」から「0.01mg/L 以下」に修正

する。 
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